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■安全上のご注意

を防止するために指示を守ってください。

警告

引き起こす可能性が予想されます。
△ この機器を分解したり、改造したりしないでください。
△
△ 感電防止のため、パネルやカバーを外さないでください。
△ 修理は、販売店に依頼してください。
△

医師に相談してください。

設置環境に関して
△ 次のような場所での使用や保管はしないでください。

・
・ 水気の近く（風呂場、洗面台、濡れた床など）や湿度の高い場所
・ 雨に濡れる場所
・ ホコリの多い場所

△
置かないでください。

△ この機器を、ぐらついた台の上や傾いた場所に設置しないでください。
必ず安定した水平な場所に設置してください。

△ この機器の上に乗ったり、上に重いものを置かないでください。
△ この機器を落としたり、衝撃を与えないでください。
△

入れないでください。

電気、電源に関して
△ 電源プラグは、必ずAC100V のコンセントに差し込んでください。
△ 付属電源コードはこの機器以外には使用しないでください。
△ 電源コードを無理に曲げたり、上に重いものを載せたりしないでください。

電源コードに傷がつき、ショートや断線の結果、火災や感電の恐れがあります。
△ 濡れた手で電源プラグを持って、コンセントに抜き差しをしないでください。
△ 電源コードをコンセントに抜き差しするときは、必ず電源プラグを持ってください。
△
△ 長時間使用しないときは、電源プラグをコンセントから外してください。
△ 落雷の恐れがあるときは、電源プラグをコンセントから外してください。
△

スイッチがオフになっていても、電源から完全に絶縁されていません。
△

依頼してください。
・ 電源コードや電源プラグが破損したとき
・ 異物が内部に入ったり、液体がこぼれたりしたとき
・ 機器が（雨などで）濡れたとき
・ 機器に異常や故障が生じたとき

△
電源タップの容量（ワット／アンペア）を超えると発熱し、コードの被覆が溶けることがあります。

△

注意

取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険、物的損害の発生が想定されます。
△

誤作動やスピーカー破損等この機器に深刻なダメージを与える場合があります。

ギター、シールド・ケーブル、エフェクター等のケーブルの接続、取り外しはボリュームを”0”にするか、
POWER ON/OFFスイッチを 切ってから行ってください。ケーブ ルを 抜き 差しする際のノイズは

次のような場合は、直ちに電源を 切って電源プ ラグをコンセント から外し、販売店に修理を

電源は、タコ足配線などの無理な配線をしないでください。特に、電源タップを使用している場合、

アンプの電源をオンにした状態でヒューズの交換をしないでください。また定格を超えたヒューズを
使わないでください。（機器の安全の為にヒューズが装備されています。ヒューズは外部の衝撃や
寿命で切れることもありま す が、ヒューズが切れた場合内部に重大な故障が発生している
可能性が有りますのでヒューズを交換する前に販売店にご相談ください)

温度が極端に高い場所（直射日光の当たる場所、暖房機器の近く、発熱する機器の上な

この機器の上に液体の入った容器、殺虫剤、香水、アルコール類、マニキュア、スプレー缶などを

この機器に、異物（燃えやすいもの、硬貨、針金など）や液体（水、ジュースなど）を絶対に

この機器を移動するときは、電源プラグをコンセントから外し、外部機器との接続を外してください。

完全に電源を切る必要があるときは、この機器のPOWER ON/OFFスイッチを切った後、コンセント
から電源プラグを抜いてください。この機器はコンセントに接続されている場合、POWER ON/OFF

この機器を使用する前に、以下の指示と取扱説明書をよく読み、火災、感電、人身傷害の危険

この注意事項を 無視した取り扱いをす ると、使用者が死亡ま たは重症など重大な事故を

修理／部品の交換などで、取扱説明書に書かれていないことは、絶対にしないでください。

この機器は音量設定により難聴になる可能性があります。音量の調整に注意し、大音量で
長時間使用しないでください。万一、聴力低下や耳鳴りを感じたら、直ちに使用をやめて専門の
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△
必ず大人の方が、監視／指導してあげてください。

△
の手が届かないように配慮してください。

使用上のご注意
△

使用してください。
△

してください。
△

することがあります。この場合は、この機器との間隔や方向を変えてください。
△ 故障の原因になりますのでスイッチやツマミに必要以上の力を加えないでください。
△

出ることがあります。この場合は、この機器を遠ざけて使用してください。
△

切ってください。
△

ください。変形、変色することがあります。
△

あります。
△

お手入れについて
△ この機器の表面をお手入れする前に、電源プラグをコンセントから外してください。
△ お手入れは、柔らかい布で乾拭きするか、堅く絞った布で汚れを拭き取ってください。
△

その他の注意について
△
△

注意してください。
△

音量を絞った状態で電源を切ってください。
■真空管アンプ特有の注意点

警告
真空管は高熱になります！

△ 火傷に注意し、熱いうちは決して触れないでください。
△

恐れがあります。
△ アンプ使用時には、空気の妨げになるため、決してカバーや布などをかけたりしないでください。

注意
△ 真空管は振動やショックをあたえないように注意して取り扱ってください。
△ 品質の良くないアッテネーターはパワーアンプ真空管を痛めますので決して使用しないでください。
△

熱で溶けてしまう恐れがあります。
△

のが適切です。
△ ギターの信号を送ることなく、長時間電源を入れ続けると真空管の寿命を早めますので避けてください。

練習時の休憩や、演奏の合間などには電源を落としてください。
△ 使用後、移動させる場合は、真空管の温度が下がるまで待ってから移動してください。

冷えていない状態で移動させると振動やショックで真空管が破損する恐れがあります。
△

パワーアンプ真空管の数倍寿命が長いので、まずはパワーアンプ真空管の交換をお勧めいたします）

出力が弱くなってきたり、音にパンチがなくなってきたり、ノイズが増えてきた場合は真空管が劣化
している可能性があります。その場合はまずパワーアンプ真空管の交換をお勧めします。その上で
ノイズが減らない場合は、プリアンプ真空管の交換をお勧めします。（通常プリアンプ真空管は

放熱が妨げられると、回路を傷めアンプ寿命を縮めます。また真空管がオーバーヒートにより壊れる

使 用 後 カ バ ーを かけ て保 管す る場 合は 、真 空管 の温 度が 下が るま で待 って から カバ ーを
かけてください。真空管の温度が熱いうちにカバーをかけると回路がダメージを受けたり、カバーが

電 源 を 入 れ た 直 後 に 、 ギ タ ー 信 号 を 送 る と 真 空 管 を 痛 め 、 真 空 管 の 寿 命 を 早 め ま す 。
また真空管が温まるまで音が出力されません。真空管はギター信号を送る前に適度な時間の
ウォームアップにより寿命が延びます。電源を入れてからギター信号を送るまで、約１分間温める

この機器にシールなどを貼らないでください。はがす際に外装の仕上げを損なうことがあります。

変色や変形の原因となるベンジン、シンナーおよびアルコール類は、使用しないでください。

故障の原因になりますので、ボタン、つまみ、入出力端子などに過度の力を加えないでください。
音楽を お楽しみになる場合、隣近所に迷惑がかからないよ うに、特に夜間は音量に十分

他の機器と接続するときは、誤動作やスピーカーなどの破損を防ぐため、必ずすべての機器の

放熱には空気の循環が必要なため、背面を壁から最低15cm 以上離して設置してください。

この機器の近くにパワー・アンプなどの大型トランスを持つ機器があると、ハム（うなり）を誘導

テレビやラジオの近くでこの機器を動作させると、テレビ画面に色ムラが出たり、ラジオから雑音が

携帯電話などの無線機器をこの機器の近くで使用すると、着信時や発信時、通話時にこの機器から
雑音が出ることがあります。この場合は、それらの機器をこの機器から遠ざけるか、もしくは電源を

至近距離から照らす照明器具や強力なスポット・ライトで長時間同じ位置を 照射しないで

この機器の上にゴム製品やビニール製品などを長時間放置しないでください。変形、変色することが

小さなお子様のいるご家庭で使用する場合、お子様の取り扱いやいたずらに注意してください。

接続したコードやケーブル類は、繁雑にならないように配慮してください。また小さなお子様

雑音を発生する装置（モーター、調光器など）や消費電力の大きな機器とは、別のコンセントを

電 源 プ ラ グ を 差 し 込 む コ ン セ ン ト は 、 こ の 機 器 に で き る だ け 近 い 場 所 の も の を 使 用
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■はじめに

ください。また本書は大切に保管してください。

■特徴

BADCAT CLASSIC DELUXE LIMITEDは国内２０台入荷の2014年限定カスタムカラーモデルです。

ジャンルにマッチするCLASSIC DELUXEのサウンドをぜひご堪能ください。

■仕様

電圧： 100V, 50/60Hz

入力： 1/4インチ（6.5mm)・フォンジャック

定格出力： 20W　(クラスA回路）

CH1プリアンプ・チューブ： 12AX7 ×　1

リバーブ・チューブ 12AX7 ×　2

パワーアンプ・チューブ 6V6 ×　2

フェイズ・インバーター 12AT7 ×　1

整流管： GZ-34 (5AR4) × 1

出力インピーダンス： 8Ω

スピーカー： 12インチ　（BAD CAT専用セレッション・スピーカー）

コントロール： VOLUME, TREBLE, BASS, REVERB

他: POWER SW、STDBY SW

出入力端子：

サイズ、重量： 1*12"コンボ：　H508×W610×D279mm  23.5KG　

付属品： 電源ケーブル、フットスイッチ

*製品の仕様は品質向上のため予告無く変更する場合があります。

（GUITAR) INPUT, REVERB FOOTSWITCH, SPEAKERS,（EFFECT)SEND, (EFFECT)RETURN

中では小音量からパンチがあるサウンドを生み出すチューニングを施しており大音量で鳴らさなくても
使える実践的なサウンドを生み出します。カントリー、クラシックロック、ジャズ、ブルースとさまざまな

更なる改良とチューニングを施したアンプです。サウンドは明瞭さ、きらめきにパンチも兼ね備え、
BADCAT ら し い 甘く 艶や かな 高音 域と とも に生 み出 しま す 。 それ は甘 美な BADCATサ ウン ドと
ヴィンテージ回路のフュージョンといえます。ゲインはよりタイトにチューニングを行い、シングルコイルでは
より透き通ったサウンドを、ハムバッカーでは分厚く実践的なサウンドを生み出します。アンサンブルの

この度はBADCATギターアンプCLASSIC DELUXE LIMITEDをお買い求め頂き、誠にありがとうございま
本製品の機能を十分に活用していただくために、ご使用前に必ず 本取扱説明書をよ くお読み

元となるBADCAT CLASSIC DELUXEは1960年代のブラックフェイス・アンプをベースに、BADCATにて
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■各部の名称と働き

表側コントロール・パネル

INPUTジャック

VOLUMEコントロール

音量を上げるだけでなくクリーンからピッキングアタックによる歪具合も同時に変わっていきます。

TREBLEコントロール

低めに設定し、BASSコントロールを上げてください。

BASSコントロール

注意深く音域設定されています。低音域の深み、低音域のパンチを出したい場合は上げてください。

REVERBコントロール

エフェクターやデジタル・プロセッサーでは実現不可能なリバーブです。

STDBY スイッチ

のばすことができます。

電源 ON/OFFスイッチ

確認ください。これによりパワーチューブの寿命を延ばすことを助けます。

注意 電源ON/OFFスイッチ、STBYスイッチの順序

スイッチをONにします。最低1分、できれば2～3分程度経ってからSTBYスイッチをONにしてください。

出なくなったら電源ON/OFFスイッチをOFFにしてください。

警告

スピーカーが損傷することがあります。

TREBLEコントロール

注意深く音域設定されています。

真空管のヒーター以外の各回路の電源を落としてアンプを待機状態にするスタンバイスイッチです。

音量を調節します。ギターシグナルが始めてプリアンプチューブにつながるインプットステージです。

オンと同時にアンプを稼動させることができます。このスイッチを利用することにより真空管の寿命を

電 源 を 落 と す 場 合 ： STBY ス イ ッ チ を OFF に し ま す 。 し ば ら く 音 が 出 ま す の で 、 そ の 音 が

電源のオン・オフを行うスイッチです。オンにする前にSTBYスイッチがSTBY(下）になっていることを

電 源 を 入 れ る 場 合 ： STBY ス イ ッ チ が OFFに なっ てい るこ とを 確認 した うえ で電 源ON/OFF

CH1の高音域をコントロールします。エレキギターの音響域の最も重要な高音域部分にあわせて

電 源 ON/OFF ス イ ッ チ を オ ン に す る 前 に 、 必 ず VOLUME/MASTER コ ン ト ロ ー ル が "0" で
あ る こ と を 確 認し てく ださ い。 VOLUME/MASTERコ ント ロー ルが 上が った 状態 で電 源を オン
にした場合、突然大きな音が出力され聴覚を害する恐れがあります。また突然の過大入力により

デザインされており、す べてのレ ンジで使える実践的なリ バ ーブ サウンドを 目指していま す。

各チェンネルのスプリングリバーブの効きをコントロールします。アンプのトーンに奥行きを与える
リバーブはBADCATが新たに回路設計を行っており、最高品質の３スプリングのリバーブタンクと

標準1/4"ジャックの入力端子です。シールド・ケーブルを用いてエレクトリック・ギターと接続してください。

高音域をコントロールし、ギターサウンドのカッティングキャラクターを決定します。よりきらめきやぎらつきを
出したい場合は１２時以上に設定ください。より丸みのある温かみのあるサウンドを出したい場合は

新 し い リ バ ー ブ ト ー ン 回 路 に よ り ク ラ シ ッ ク ス プ リ ン グ リ バ ー ブ か ら サ ー フ リ バ ー ブ 、 さら には
ホールリバーブまでこのコントロールひとつで生み出します。リバーブ回路は細心の注意を払い

低音域を コント ロールしま す。エレ キギターの音響域の最も重要な低音域部分にあわ せて
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本体裏側

電源コード・ソケット
付属の電源コードを差込み、反対側をコンセントに差し込んで使用してください。

△ ヒューズ（電源コード・ソケット上部）

重大な故障が発生している可能性が有りますのでヒューズを交換する前に販売店にご相談ください）

REVERB FOOTSWITCHジャック
フットスイッチを接続します。リバーブのON/OFF切替を行います。
ラッチ式のフットスイッチで切り替え可能です。

SPEAKERSジャック

注意
スピーカーをつないでいない状態では、決して電源を入れないでください。

SEND RETURNジャック　（エフェクト・ループ）
SENDジャック
標準1/4"ジャックの出力端子です。外部エフェクター等のINPUTに接続します。
プリアンプ・アウトとしての接続も可能です。

RETURNジャック
標準1/4"ジャックの入力端子です。外部エフェクター等のアウトプットから接続します。

可能です。
SEND & RETURNはプリアンプとパワーアンプの間に設定されておりますので外部プリアンプの接続も

標準1/4"ジャックの入力端子です。スピーカーケーブルを使用し内部スピーカーやエクステンション・
スピーカー（外部スピーカー）に接続します。出力インピーダンスは８Ωに設定されていま す。

ヒューズが装備されています。ヒューズは外部の衝撃や寿命で切れることもありますが、内部に

電気系統に規定以上の電流が流れると、ヒューズが切れて過電流から電装品を保護し、故障や
火災などの発生を防ぎます。もしも電源が入らない場合はコンセントを抜いてから、ヒューズの点検・
確認を行ってください。また定格を超えたヒューズを使用しないでください。（機器の安全の為に
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■真空管配置図
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